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センター長ご挨拶

地域連携センター長　小林　修典

　本学に地域連携センターが設立されて３年目を迎えます。昨年度は、新たに岡山県和気郡和気町と

包括的連携協定を締結しました。この内容は公営の英語塾に学生ボランティアを派遣するものです。

学生は、ボランティア活動をとおして日頃の学びをふりかえり、社会に貢献できることの喜びを体験し、

さらなる成長をとげています。

　地域連携センターの設立の目的は、その規則に記されているように、地域貢献活動を行うことにあ

ります。初年度から引き続き、早島町の「土曜早島塾」や「Enjoy English Juku」に学生ボランティア

を派遣したり、こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）でも学生がボランティアとして活

躍しています。

　この他に、地域連携センターを窓口にして、「特定非営利活動法人お節介結婚支援機構」による「ラ

イフデザインセミナー」、岡山県青年税理士クラブによる「税制度の常識と活用」と題する税のセミナー、

（公財）「岡山県産業振興財団等による「ベンチャーミーティング」が開かれました。

　このように、地域連携センターの設立目的に適う地域との様々な連携協力の取り組みが深まってい

ます。この実績を土台として、今後もさらなる役割をはたしていきたいと思います。
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Ⅰ．地域連携センターの概要

1．設立の趣旨
　地域連携センターは、本学の建学の精神に基づき、地域貢献を主たる目的とし、地方自治体、産業界、
ＮＰＯ法人等と連携し、地域文化の発展、教育・学術研究及び人材の育成を図り産学連携、地域活性
化のためのシンクタンク機能などの様々な地域貢献活動を総合的に行うとともに、社会人の学び直し、
生涯学習講座の活性化に資することを目的としている。

２．概　　　要
　名　　称：ノートルダム清心女子大学地域連携センター
　開 設 日：2014 年 4 月 1 日
　スタッフ：地域連携センター長　　　　　小林　修典
　　　　　　地域連携センター客員教授　　木山　博雅
　　　　　　地域連携センター兼任教授　　豊田　尚吾
　　　　　　地域連携センター事務職員　　安東みさを

３．組　　　織
　組　　織：ノートルダム清心女子大学運営組織（2016（平成 28）年 7 月 1 日現在）
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４．ノートルダム清心女子大学地域連携センター規則

　 （目的）
第 １条　この規則は、ノートルダム清心女子大学学則第 5 条の 4 に基づき、ノートルダム清心女子大

学地域連携センター（以下「センター」という。）の設置及び運営に関し、必要な事項を定める。
　 （設置）
第 ２条　ノートルダム清心女子大学（以下「本学」という。）に、センターを置く。
２　センターの英語名を NDSU  Community Center とする。
　 （設置の目的）
第３条　センターは、本学の建学の精神に基づき、地域貢献を主たる目的とし、地方自治体、産業界、

NPO 法人等と連携し、地域文化の発展、教育・学術研究及び人材の育成を図り、産学連携、地域活
性化のためのシンクタンク機能などの様々な地域貢献を総合的に行うとともに、社会人の学び直し、
生涯学習講座の活性化に資することを目的とする。

　 （事業）
第４条　センターは、前条の目的を実現するため、次の各号の事業を行う。
　一　地域文化の発展、教育・学術研究及び人材の育成
　二　産官学連携のための支援活動
　三　生涯学習センターとの連携に関する情報提供
　四　その他、前条の目的を実現するために必要な事業
　 （構成）
第５条　センターは、次の委員でもって構成する。
　一　学長
　二　学長補佐
　三　大学院研究科長
　四　学部長
　五　学科長
　六　学務部長
　七　地域連携センター長（以下「センター長」という。）
　八　その他、学長が必要と認めた者
　 （センター長）
第６条　センターに、センター長を置く。
２　センター長は、本学学長が委嘱する。
３　センター長は、センターを代表し、これを統括する。
　 （センター会議）
第７条　センターに、地域連携センター会議（以下「会議」という。）を置く。
２　会議については、別に定める。
　 （事務）
第８条　センターの事務は、生涯学習センター事務室において行う。
　 （経費）
第９条　センターに係る諸経費は本学の予算から支弁する。
　   （その他）
第 10 条　この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し、必要な事項は別に定める。
　   （改正）
第 11 条　この規則の改正は、評議会の承認を得なければならない。

　　　 附　則
　　　 この規則は、2014 年４月１日から施行する。
　　　 附　則
　　　 この規則は、2015 年 10 月 28 日から施行する。
　　　 附　則
　　　 この規則は、2016 年４月１日から施行する。
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Ⅱ　実績報告

１．地域との連携協力の締結

　　　・2014（平成 26）年 6 月 1 日
　　　　　ノートルダム清心女子大学と岡山市教育委員会との連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 8 日
　　　　　早島町とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 25 日
　　　　　株式会社山陽新聞社とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結
　　　・2014（平成 26）年 8 月 25 日
　　　　　 こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）とノートルダム清心女子大学との包括

的連携協力に関する協定を締結
　　　・2016（平成 28）年 5 月 12 日
　　　　　和気町とノートルダム清心女子大学との包括的連携協力に関する協定を締結

２．連携協力締結後の実績

　１）早島町との実績

年　月　日 内　容

2015（平成27）年10月1日 早島町景観審議会委員に人間生活学部人間生活学科の上田恭嗣教授が
委嘱される。
　　委嘱期間：2015 年 10 月 1 日～ 2017 年 9 月 30 日

2016（平成28）年5月13日 早島町教育委員会から早島小学校における学生ボランティアの派遣依頼

2016（平成28）年4月30日
（9：00 ～ 10：30）

土曜早島塾に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科 2 年生を
4 名派遣

2016（平成28）年6月18日
（9：00 ～ 10：30）

土曜早島塾に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科 2 年生を
4 名派遣

2016（平成28）年10月15日
（9：00 ～ 10：30）

土曜早島塾に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科 2 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年10月22日
（9：00 ～ 10：30）

土曜早島塾に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科 2 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年11月4日 早島町教育委員会から後期の「土曜はやしま塾」・「放課後こども教室」・
「Enjoy English Juku」の学生ボランティアの派遣依頼

2016（平成28）年12月17日
（9：00 ～ 10：30）

土曜早島塾に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科 2 年生 4
名、児童学科 3 年生 2 名、児童学科 4 年生を2 名派遣

2016（平成28）年12月17日
（10：50 ～ 11：50）

Enjoy English Juku に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科
3 年生を 1 名派遣

2016（平成28）年12月17日
（14：00 ～ 15：30）

はやしま国際塾にて、本学学長補佐で人間生活学部食品栄養学科の
菊永茂司教授が講演
　　講演日時：2016 年 12 月 17 日　14：00 ～ 15：30
　　講演場所：早島町中央公民館
　　演　　題：「君は、今何を食べているか？」
　　参加対象：中学生

2017（平成29）年1月14日
（9：00 ～ 10：30）

土曜早島塾に学生ボランティアとして人間生活学部児童学科2年生を
3名派遣
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　２）山陽新聞社との実績

年　月　日 内　容

2016（平成28）年6月8日
（14：45 ～ 16：15）
（1202JA）

2016 年度清心フェリーチェ　キャリア養成講座「就活力養成講座」で
「イマドキの就活事情に負けない～元気が出る！就活特訓セミナー」講
師を山陽新聞社から招聘。
　　　開催日時：2016 年 6 月 8 日　　14：45 ～ 16：15
　　　開催場所：1202JA
　　　講　　師：山陽新聞社  専務取締役　倉敷本社代表　土佐　直樹
　　　演　　題：「企業はどんな学生を求めているか」
　　　参加対象：1 年生～ 4 年生

　３）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）との実績

年　月　日 内　容

2016（平成28）年6月26日 こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）から、第 13 期（2016
年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）

「国際塾」の学生ボランティアの派遣依頼

2016（平成28）年7月17日
（オリエント美術館）

第 13 期（2016 年度）第３回こくさいこどもフォーラム岡山（インター
キッズ）「国際塾」に学生ボランティアとして文学部英語英文学科 4 年
生 1 名、人間生活学部児童学科 3 年生を1 名派遣

2016（平成28）年11月12日
（14：00 ～ 17：00）
（2200JB、ヨゼフ
ホールラウンジ）

第 13 期（2016 年度）こくさいこどもフォーラム岡山（インターキッズ）
「国際塾卒塾式」及び「懸賞論文 2016 表彰式」を本学にて開催
　　開催日時：2016 年 11 月 12 日　　14：00 ～ 17：00
　　開催場所：2200JB、ヨゼフホールラウンジ

　４）和気町との実績

年　月　日 内　容

2016（平成28）年5月12日 和気町と本学との包括的連携協力に関する協定を締結

2016（平成28）年5月11日 「和気町教育推進連絡協議会」委員に英語教育センターの小橋雅彦准教
授が委嘱される。
　　委嘱期間：2016 年 5 月 11 日～ 2017 年 3 月 31 日

2016（平成28）年5月18日
（14：00 ～ 15：30）
（和気町役場第１会議室）

和気町「教育課程特例校」の指定申請に係る事業計画についての和気
町教育推進連絡協議会に英語教育センターの小橋雅彦准教授が出席

2016（平成28）年5月18日 「和気町まち・ひと・しごと創生有識者会議」委員に文学部現代社会学
科の二階堂裕子准教授が委嘱される。
　　委嘱期間：2016 年 5 月 18 日～ 2018 年 3 月 31 日

2016（平成28）年5月23日 和気町から公営塾スタッフ（中学生の英語学習補助）の学生ボランティ
アの派遣依頼

2016（平成28）年6月4日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフの学生ボランティア派遣に伴う事前打合開催。
　　開催日時：2016 年 6 月 4 日
　　開催場所：和気町　エンターワケ
　　出 席 者：和気町地域創生課　海野　均、地域おこし協力隊 2 名
　　　　　　　本学英語教育センター　小橋　雅彦　准教授
　　　　　　　本学文学部英語英文学科 3 年生 5 名
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2016（平成28）年6月18日
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティア希望者が和気町公営施設エンターワ
ケを見学
　　参加学生：文学部英語英文学科 3 年生 1 名

2016（平成28）年7月2日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
4 名派遣

2016（平成28）年7月9日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年7月16日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2016（平成28）年7月30日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
3 名派遣

2016（平成28）年8月1日 「和気町出店支援補助金等審査委員会」委員に文学部現代社会学科の二
階堂裕子准教授が委嘱される。
　　委嘱期間：2016 年 8 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日

2016（平成28）年8月6日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2016（平成28）年8月20日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年9月3日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2016（平成28）年9月10日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
3 名派遣

2016（平成28）年9月17日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2016（平成28）年9月24日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年10月1日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
3 名派遣

2016（平成28）年10月15日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣



― 7 ―

2016（平成28）年10月22日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年10月29日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
3 名派遣

2016（平成28）年11月12日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年11月16日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2016（平成28）年12月3日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2016（平成28）年12月17日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2016（平成28）年12月24日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2017（平成29）年1月7日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2017（平成29）年1月14日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
2 名派遣

2017（平成29）年1月21日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

2017（平成29）年1月25日
（13：00 ～ 16：00）
（エンターワケ）

公営塾スタッフ学生ボランティアとして文学部英語英文学科 3 年生を
1 名派遣

　５）その他の実績（①ライフデザインセミナー開催）

年　月　日 内　容

2016（平成28）年4月1日 岡山県から運営を委託された「特定非営利活動法人お節介結婚支援機
構」の結婚アドバイザーに地域連携センター事務職員の「安東みさを」
が委嘱される。
　　委嘱期間：2016 年 4 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日
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2016（平成28）年4月20日
（11：00 ～ 11：30）
（生涯学習センター）

特定非営利活動法人お節介結婚支援機構による「2016 年度ライフデザ
インセミナー」の開催に伴う事前打合
　　開催日時：2016 年 4 月 20 日（水）11：00 ～ 11：30
　　開催場所：生涯学習センター
　　出 席 者：特定非営利活動法人お節介結婚支援機構
　　　　　　　専務務理事　　　　　西　満寿男
　　　　　　　地域連携センター長　小林　修典　教授　他 2 名

2016（平成28）年5月9日 特定非営利活動法人お節介結婚支援機構による「2016 年度ライフデザ
インセミナー」の開催日時等の決定
決定内容：開催日時：2016 年 6 月 15 日（水）14：45 ～ 16：15
　　　　　開催場所：1202JA
　　　　　参加対象：1 年生～ 4 年生

2016（平成28）年6月15日
（14：45 ～ 16：15）
（1202JA）

特定非営利活動法人お節介結婚支援機構による「2016 年度ライフデザ
インセミナー」を本学にて開催
　　開催日時：2016 年 6 月 15 日（水）　14：45 ～ 16：15
　　開催場所：1202JA
　　講　　師：リクルートブライダル総研研究員　落合　歩
　　参加対象：1 年生～ 4 年生

　５）その他の実績（②税のセミナー開催）

年　月　日 内　容

2016（平成28）年4月19日
（14：00 ～ 15：00）
（生涯学習センター）

岡山県青年税理士クラブによる「税のセミナー」開催に伴う事前打合
　　出 席 者：本学同窓会副会長　税理士　福田　好子
　　　　　　　地域連携センター長　小林　修典　教授　他 1 名
　　開催日時：2016 年 4 月 19 日（火）
　　開催場所：生涯学習センター

2016（平成28）年6月1日
（10：00 ～ 11：00）
（生涯学習センター）

岡山県青年税理士クラブによる「税のセミナー」開催に伴う顔合せ及
び開催日時等の決定
　　出 席 者：本学同窓会副会長　　税理士　福田　好子
　　　　　　　青年税理士クラブ　　税理士　宇野　元浩　他 1 名
　　　　　　　地域連携センター長　　小林　修典　教授　他 2 名
　　決定内容：開催日時　2016 年 10 月 5 日（水）14：45 ～ 16：15
　　　　　　　開催場所　1200JA
　　　　　　　参加対象　1 年生～４年生

2016（平成28）年9月1日
（13：00 ～ 13：50）
（生涯学習センター）

岡山県青年税理士クラブによる「税のセミナー」開催に伴う詳細打合
　　出 席 者：青年税理士クラブ　　税理士　宇野　元浩　他 1 名
　　　　　　　地域連携センター　　　　豊田　尚吾　教授　他 1 名

2016（平成28）年10月5日
（14：45 ～ 16：15）
（1200JA）

岡山県青年税理士クラブ主催による「税のセミナー」を本学にて開催
　　開催日時：2016 年 10 月５日（水）14：45 ～ 16：15
　　開催場所：1200JA
　　講　　師：岡山県青年税理士クラブ　　税理士　宇野　元浩
　　　　　　　岡山県青年税理士クラブ　　税理士　小野　晃弘
　　参加対象：１年生～４年生 
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　５）その他の実績（③ベンチャーミーティング開催）

年　月　日 内　容

2016（平成28）年5月19日
（14：00 ～ 14：40）
（生涯学習センター）

岡山県産業労働部産業振興課等による「ベンチャーミーティング」開催に伴
う顔合せ及び開催日時等の決定
出 席 者：岡山県産業労働部産業振興課総括参事
　　　　　　　　　　　　　　（産業支援室長）　妹尾　洋一　他 1 名
　　　　　おかやまインキュベーター協議会運営委員長　山本　篤憲
　　　　　地域連携センター長　　　　　小林　修典　教授　他 2 名
決定内容：開催日時　2016 年 10 月 12 日（水）14：45 ～ 17：30
　　　　　開催場所　ヨゼフ 300、1200JA、1201JA、1204JA、ヨゼフ 3F 応接室

2016（平成28）年10月3日
（15：00 ～ 15：30）
（生涯学習センター）

「ベンチャーミーティング」開催に伴い岡山県産業労働部産業振興課に
よる会場下見及び詳細打合
出 席 者：岡山県産業労働部産業振興課副参事　小田　敬三
　　　　　地域連携センター　　　　安東みさを　事務職員

2016（平成28）年10月12日
（14：45 ～ 17：30）
（ヨゼフ300、1200JA、
1201JA、1204JA）

おかやまインキュベータ協議会 (OIA)、岡山大インキュベータ、岡山リ
サーチパークインキュベーションセンター (ORIC)、ビジネス・インキュ
ベーター岡山（BIC）、インキュベーションセンター岡山ニテラス、岡
山クリエイティブセンター、i-box にいみ、くらしきベンチャーオフィ
ス、児島デザイナーズインキュベーション、岡山県、（公財）岡山県産
業振興財団、中小企業基盤整備機構中国本部主催、本学地域連携セン
ター共催による「ベンチャーミーティング」を本学にて開催
　　開催日時：2016 年 10 月 12 日（水）14：45 ～ 17：30
　　開催場所：ヨゼフ300、1200JA、1201JA、1204JA
　　講　　師：株式会社クリエイティブワイズマネージャー
　　　　　　　　　　　　　　　　神谷　美幸
　　参加対象：学生、一般、ベンチャー企業 

（次第）

　　基調講演：14：45 ～ 15：45（ヨゼフ 300）
　　　　　　　講師　株式会社クリエイティブワイズ代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　三宅　曜子
　　　　　　　（代　理）　　　　　　　　　  
　　　　　　　株式会社クリエイティブワイズマネージャー
　　　　　　　　　　　　　　　　神谷　美幸
　　　　　　　演題
　　　　　　　　「私らしく、私ならではのビジネスを考える」
　　プレゼン：15：30 ～ 16：40（ヨゼフ 300）
　　　　　　　・学生によるビジネスプラン発表
　　　　　　　　　岡 山 大 学：椿　貴裕
　　　　　　　　　就 実 大 学：小橋　毅史
　　　　　　　　　環太平洋大学：グエン ･ フェン ･ チャン他 2 名
　　　　　　　・ベンチャー企業プレゼン
　　　　　　　　　Editlitera　エディットリテラ　代表　間久保恭子
　　　　　　　　　（株）ミーニュー代表取締役　　　　　三宅　伸之
　　交 流 会：16：45 ～ 17：30（1200JA）
　　参 加 者：約 50 名（内本学学生 23 名）
　　　　　　　（1 年生 20 名、2 年生 2 名、4 年生 1 名）
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Ⅲ　資　　料

１．早島町との包括的連携協力

早島塾の英語ボランティアに参加して

人間生活学部　児童学科 4 年　大森　美穂

　早島塾の英語ボランティアに初めて参加し、二人のネイティブの先生と小学生から中学生の子ども

たちと一緒に英語にふれあい、楽しく学ぶことができた。私自身、ネイティブの先生の本物の発音を

聞く機会があまりないので、とても貴重な体験ができた。自分自身の英語力の未熟さを感じると同時に、

もっと英語を話してみたいという思いが芽生えた。自分自身の英語力を磨く必要があると感じた。子

どもの英語力の幅を広げることができるような場がもっと増えていくといいなと思う。

　今回の英語塾では、有名な英語の歌をみんなで歌ったり、簡単な日常会話程度のフレーズの発音練

習やペアで簡単な会話をしたりした。有名な英語の歌を歌うことで、英語を聞く力も身に付くと感じた。

何より子どもたちが一番笑顔で楽しそうにしているときが英語の歌を歌っているときだった。歌詞の

意味はプリントに書かれていなかったので、子どもたちは意味は分からなかったかもしれない。だが、

発音のカタカナ表記が書かれていたので、歌いやすいと思った。

　また、日常会話の発音練習では、中学生くらいのレベルの文法が使われているフレーズだったので、

小学生には少し難しいと思った。小学生は基礎的な文法の力や聞く力がまだ身に付いていない子ども

たちも多くいるので、小学生と中学生が合同で英語を習うことの難しさを感じた。英語が苦手な子ど

もでも楽しんで学ぶことができるようにするためには、最初は簡単な内容からだんだん難しい内容に

していくことや途中で英語を使った簡単なゲームを取り入れることが大切であると感じた。今回参加

してみて、英語の楽しさと面白さを感じることができ、今後も英語にふれていきたいと思った。
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〈早島塾で子どもたちと英語でふれあう学生たち〉
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2．和気町との包括的連携協力

〈2016 年（平成 28 年）5 月12 日 和気町との協定調印式〉

〈和気町公営塾でのボランティアの様子〉

〈和気町との包括的連携協力に関する認定書〉 〈2016（平成 28 年）5 月13 日 山陽新聞掲載〉
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和気町の公営塾ボランティアに参加して

文学部　英語英文学科　３年　西川華奈

　公営塾に参加するきっかけは大学の先生にお話をいただいたことでした。初めは強い動機をもって

参加したわけではありませんでした。しかし今では可能な限り参加できるように日程調整する程に楽

しみになりました。和気町では英語特区を目指した取り組みの１つとしてこの公営塾が始まりました。

そんな素晴らしい取り組みに参加させて頂けて私も日々勉強しています。小学生の部では小学生の英

語の授業の補助、中学生の部では実用英語技能検定取得のための勉強の補助や自主学習の支援をして

います。

　私は学校支援ボランティアに行ったことがあり、公営塾は普通の進学塾と違い、実際の学校現場に

近いと感じています。部活帰りに塾に来る生徒、塾で勉強しようと学校の授業終了後すぐに来る生徒

と様々であるように動機も三者三様です。だからこそ生徒との関わり方が人によって違います。生徒

はみんなかわいいですが、最初のうちは、なかなか指導を聞いてくれなかったり、そもそも相手にし

てくれなかったりということもありました。そういう状況の中でも、積極的にわからないところを質

問してくれる生徒とはすぐに打ち解けることができました。自発的に学習しようとするため、私も少

しでも準備ができればと思い、前日に質問されると思う箇所をまとめるようにしています。一方、学

習になかなか取り組めない生徒とはまず信頼関係を築くようにしました。あいさつや、学校のこと日

常の何気ない話を重ねるうちに少しずつ会話をしてくれるようになり、勉強しようという声かけに応

じてくれるようになりました。熱心な生徒と比べるとまだまだ本気ではないかもしれませんが、その

心情の変化が私にとっては大変嬉しいものでした。

　公営塾は常に進化していて小学生の授業が始まったり、探究学習の取り組みが新しく始まったりし

ました。ワークショップが開催されることもあり自分自身の勉強にもなり、大学の講義で勉強したこ

とを実践することもできます。今後も進歩し続ける公営塾にふさわしいように私自身も努力を怠らな

いようにしたいと考えています。
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和気町の公営塾ボランティアに参加して

文学部　英語英文学科　３年　岡　雅子

　私が大学の先生からご紹介をいただき、和気町公営塾に最初に参加したのは去年の６月でした。和

気町がどんなところなのか、またどのような取り組みが行われているのか興味があったので参加して

みることにしました。

　当初は、英検の勉強をしている中学生に分からないところを教えていました。普段接することのない

中学生にどう話しかけたらいいのか分からず戸惑いもありましたが、接していくうちにしだいに慣れ

ることができ、英語を教えることにやりがいを感じるようになりました。何より生徒が一生懸命に勉

強に取り組む姿を見て私自身とても心を打たれ、「生徒の期待に応えるために私も頑張らないと！」と

強い責任感を持つことができました。また公営塾の仕事とは別に和気町教育推進連絡協議会にも参加

し、他のスタッフや委員の方々と公営塾の運営について意見を交換させていただく得がたい機会も与

えていただきました。学生としてこのような場に参加させていただくのは大変貴重なことだと思いま

す。そうしてスタッフとしてだいぶ慣れてきた頃、英検準２級の指導補助を担当することになったの

ですが、どう教えれば生徒に理解してもらえるのか分からず悩みました。自分が英語を理解している

からといって生徒に上手に教えることができるとは限らないのだと身をもって知りました。そして現

在では、英検３級の指導と教材作りを担当しています。小テストを作成する際にどこに重点を置くべ

きか、生徒が苦手としている単語や文法項目は何かなどを考慮し、他のスタッフの方々とも相談しな

がら進めています。また昨年の秋から小学生の英検講座も開始され、その指導補助もしています。中

学生レベルの英語を小学生に教えるのは大変ですが、最近は子供たちが以前よりも積極的になり、ネ

イティブの方を交えたアクティビティではとても楽しそうに活動をしています。

　このボランティアを通して、指導面だけでなくプレゼンテーションをしたり意見を交換したりする

場面が増え、人前に立つことにしだいに抵抗感がなくなってきました。またスタッフの中には留学を

経験された方や私と同じく教員志望の方もいらっしゃるので、お互いにモチベーションを高め合うこ

とができるのも魅力の一つです。和気町公営塾のスタッフになって本当によかったと思います。４年

生になると忙しくなると思いますが、積極的に参加して自分自身さらに成長して視野を広げていきた

いと思います。
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３．その他

　１）　ライフデザインセミナー

〈ライフデザインセミナー開催案内のチラシ〉

〈ライフデザインセミナー終了時アンケート〉

〈ライフデザインについて真剣に学ぶ学生たち〉

〈ライフデザインセミナー開催趣旨文〉
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３．その他

　２）　税のセミナー

〈税のセミナー開催案内のポスター〉

〈税について熱心に学ぶ学生たち〉
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３．その他

　３）　ベンチャーミーティング

〈ベンチャーミーティング開催案内のチラシ〉

〈ベンチャーミーティング開催当日の次第〉

表

〈ベンチャーミーティング終了時アンケート〉

裏
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〈ビジネスプランを発表する学生〉

〈ベンチャーミーティング開催当日の受付〉

〈2016（平成 28 年）10 月13 日 山陽新聞掲載〉
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